（別紙)
九州地域の温暖な気候を活用した春まきソバの試食会
開催案内
１．趣旨

　ソバは日本人の麺文化を彩る人気の高い食材であり、北海道から九州まで全国的に栽培されている。九州では古くから秋にソバが栽培されているが、地域外への出荷が少なく、消費者にはあまり知られていない。

　こうした中、九州では温暖な気象環境を活用してソバの春まき栽培が始められている。現在技術的課題の克服に取り組み中であるが、春まき栽培では初春に播種し初夏に収穫できるので、ソバの需要が一段と伸びる盛夏に消費者に新蕎麦を供給できるメリットがある。さらに、沖縄では、端境期の出荷を可能にする冬期のソバ栽培に取り組んでいる。

　そこで今回は、九州の春まきソバの美味しさを広くPRするために、収穫したての新蕎麦の試食会を開催する。

　なお、この試食会は農林水産省実用技術開発事業「温暖な気候を活かしたそば春まき栽培の生産技術確立と産地形成」推進の一環として行うものである。

２．日　時　平成24年7月17日（火曜日）　11:00～13:00

３．場　所　坐来大分（ざらいおおいた）

東京都中央区銀座2-2-2　ヒューリック西銀座ビル8Ｆ

４．主　催　農研機構九州沖縄農業研究センター・実用技術開発事業春そばコンソーシアム＊
　　　　　（＊コンソーシアム参画機関：九州沖縄農業研究センター、宮崎県農政水産部、

宮崎県総合農業試験場、鹿児島県農業開発総合センター、沖縄県農業研究センター、

豊後高田市、日穀製粉株式会社、熊本製粉株式会社）

５．日　程

１１：００　開会

　　　　　　　春そばコンソーシアム代表あいさつ

　　　　　　　ソバ新品種「春のいぶき」と九州における春まきソバ栽培状況の紹介

　　　　　　　産地の声（沖縄県、鹿児島県、宮崎県、大分県豊後高田市）

１１：４５　24年初夏収穫の「春のいぶき」と前年産ソバの試食

１３：００　閉会

· そば打ち実演は10:00から行います。ご覧になりたい方は受付までお越しください。

６．参集範囲

　麺や食品関係の業界関係者、行政担当者

７．参加申し込み　別紙により7月12日（木）までにお申し込み下さい

                  試食蕎麦は数に限りがあり、ご試食できない場合もございますので、ご了　　　　　　　　　

承下さい。

８．申し込みおよび問い合わせ先
農研機構 九州沖縄農業研究センター

作物開発・利用研究領域 資源作物・育種基盤研究グループ　手塚隆久

　Tel:096-242-1150（代）　Fax：096-249-1002　E-mail：ttetsuka@affrc.go.jp
広報普及室　松岡　誠　Tel：096-242-7682  Fax：096-242-7543

（別紙）

参加申込書
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『開催場所へのアクセス』
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○ＪＲ山手線有楽町駅（京橋口）・・徒歩３分

○地下鉄有楽町線銀座１丁目駅（４番出口）・・徒歩１分
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